
ⅠⅠ 研究所の概要

1. 組織

(1) 組織の概要 (2002年 (平成 14年)3月30日現在)

研究部門

運営委員会

小嶋 帝羊三

伊揮 紘生

木村 費

杉山･幸丸
諏訪 元

吉川 泰弘

石田 英資

西田 利貞

茂原 信生

竹中 修

松沢 哲郎

福井 秀昭

進化- ≡ 形態
進化分野集団

迫伝分野系統

発生分野社会生態1 = 芸讐慧慧芸冨

行動神
経-≡ 思考

言語分野認知

学習分野行動

発現分野分子生理1 = 霊芝警

諾芸芸野ニホンザル野外

観察施設(昭和43年度設置 ･58年

度転換)人類進化モデル研究

センタ-三 二 ::=T ≡(昭和44年度設置庶務掛 (昭和42年

度設置)会計掛 ( JJ

)共同利用掛 (昭和49年

度設置)技術部 (平成3年度設置) 幸

島観察所下

北研究林上信

越研究林木

曾研究林屋久島

研究林創出育成

研究領域健康統御

研究領域生命倫理

研究領域行動形成

研究領域(外国

人客員)(宮城教育大学教育学部附属環境教育実践研究センタ

ー 教授)(東京大学大学院理学系研究

科 教授)(東海学園大学人文学

部 教授ト(東京大学総合研究博物館

助教授)(東京大学大学院農学生命科学研究

科 教授)(京都大学大学院理学研究

科 教授)(京都大学大学院理学研究

科 教授)(霊長類研究

所 教授)(霊長類研究

所 教授)(霊長類研究

所 教授)教 授 助教授 助 手 事務官 技 官 小 計 非常助.(日々)

非常勤 (時間) 合 計12p 12 15 9

13 61 2 51 114■博士課程 修士課程 研修員 特別研究員



(2) 所内連絡先一覧

形億進化分野 TbVFax:0568-61-5775

片山 一道 katayama@pri.kyoto-u.ac.jp

演田 穣 hamada@pri.kyoto-U.ac

jp毛利 俊雄 mouri@pri.kyoto-u.

acjp圃松 丑 kunimats@pri.kyoto-u

.ac.jp早川 消治 hayakawa@pri.kyoto
-U.ac.jp水谷 典子 nmizutan@pri.k

yoto-u.acjp集団迫伝分野 TeUFax:

0568-6219554庄武 孝弟 shotake@pri.

kyoto-u.ac.jp川本 芳 kawamoto@pr

i.kyoto-u.ac.jp田中 洋才 htanaka@
pri.kyoto-u.acJ'P浄土 啓子 jod

o@,pri.kyoto-u.ac.jp系統発生分野

Tel作ax:0568-63-0536茂原 信生 shig
ehar@pri.kyoto-u.ac.jp相見 浦

aimi@pii.kyoto-u.ac.jp高井

正成 takai@pri.kyoto-U.acjp本郷 一美 hitomi@pri.kyoto-u.ac.jp
木下 賓 kinoshit@pri.kyoto-u

.ac.ip生態機構分野 Fax:0568-63-05

65上原 重男 uehara@pri.kyoto-u.ac.jpM.A.HtJffman hufrman@pri.kyoto-u.
ac.jp永田 礼子 nagata@,pri.

kyoto-u.ac.ip社会構造分野 Fax:0

568-63-0564森 ′明雄 mori@pri.kyo

to-u.ac.jp大将 秀行 ohsaw.@ pri.ky
oto-u.ac.jp杉浦 秀樹 sugiura@p

ri.kyoto-u.ac.jp其方 栄子 m

akata@prLkyoto-u.ac.jp思考言語分野 F

ax:0568-62-2428松沢 哲郎 matsuzaw@p
ri.kyoto-u.ac.jp友永.雅己 tomona

ga@pri.kyoto-u.ac.jp田中 正之 mtanaka@pri.kyoto-u.ac.jp
酒井 道子 sakai@Jpri.kyoto-u.acjD

認知学習分野 Fax;0568-62-9552小嶋 群三 k

ojima@prl'.kyoto-u.ac.jp正高 信男.I masataka@pri.kyoto-U.ac

.jp南雲 純治 nagumo@pri.kyo
to-u.ac.jp酒井 道子 sakai@pri.k

yoto-u.acjp行動発現分野 Fax:0568-63

･0563三上 申允 mikami@pri.kyoto-u

.acjp中相 克樹 knakamur@pri.ky

oto-u.ac.jp脇田 共析 mwakita@pri.

kyoto-miC.jp三輪 隆子 tmiwa@pr
i.kyoto-u.acjp鈴木 冬準 ysuzuki@,pri.kyoto-u.ac.jp 器官調節分野 TeVF

ax:0568-63-0576林 基治 hayashi@p

ri.kyoto-u.acjp目片 文夫 mekata@pri
.kyoto-u.ape.lp滑水 慶子 sh

imizu@pri.kypto-u.ac.jp金武ひろみ

kanetake@,pri.kyoto-u.ac.jp遺

伝子情報分野 Fax:0568-62-9557竹中 修 tak

enaka@pri.kyoto-u.acjp平井啓久(栄

) hirai@pri.kyoto-u.ac.jp中村 ､イ申 snakqmur@pri.kyoto-u.ac.
jp浅間 一雄 asaoka@pri.kyoto-u.ac.

jp宮田 正代 miyata@pri.kyoto-U.ac.j

pニホンザル野外観察施設 Fax;0568-62-9575

波速 邦夫 watanabe@pri.kyoto-u.ac.j

p室山 泰之 muroyama@pri.kyoto-u.ac.jp足滞 貞成 ashizawa@pri.kyoto-u.a

c.jp古川 のぞみ nfurukaw@prLkyoto-u.ac.jp
幸島観察所 TeI:0987-77-0045/Fax:0987-77-025ー

屋久島研究林 TeUFax:09974-5-2074

人類進化モデル研究センター Fax:0568

-62-9559松林 晴明景山 節平井 啓久

上野 吉-KanyaKawim後藤 俊二鈴

木 樹理松林 伸子三輪 宣勝熊崎 清則阿

部 政光釜中 慶朗前田 典彦加藤 朗野梅

田 恵子梅村真理子 kmatsuba@pri.

kyoto･U.acjpkageyama@pr

i.kyoto･U.acjphirai@pri･

kyoto-u.ac.jpokuma@pri.kyo

to･u.ac.jpkanya@pri･kyo

to･u.acjpgoto@pri･kyoto-u
.ac.jpsuzuk

i@pri･kyoto-u.ac.jpnmatsuba@pri

.kyoto･u.ac.jpnmiwa@pri

.kyoto･u.ac.jpkumazaki@p
ri.kyoto･u.ac.jpTel:63

-0588kamanaka@pri

.kyoto･u.ac.jpmaeda@pri･kyoto

･u:ac･jpakino@pri.kyoto･u.a

c.jpumeda@pri.kyoto･u.ac.jp

事務部 Fax:0568-63-0085串 務 長 ji
muchou@pri.kyoto-u.ac.jp庶 務 掛 s



2. 予算概況

(1) 2001年度 (平成 13年度)経費および研究費取得状況

経費 (単位 :千円)

人件費 533,594

物件費 校費 182,
906産学連携等研究費 1

8,198施設整備費

12,000計
213,104科学研究費補助金 (39件) 228,900

令 計 975,598 研究費取得状況

(単位 :千円)校費

教育研究学内特別経費 4,00

0外国人研究員経費 3,

102国際シ

ンポジウム経費 793計 7,895

科学研究費補助金 (39件)

228,900奨

学寄付金 (4件) 7,169合 計 243,964(2) 2001年度 (平成 13年度)文部科学省科学研究費補

助金 内訳一覧研究種別 研究代表者 金額(千円) 研 究 課 題COE形成韮礎 竹中､ 修 90,000類人猿の進化 と人類の

成立(EvolutionorApesandtheOriginorHuman)地域連携推進(1) 片山 一道

10,100考古遺跡で田土した古人骨および動物遣物の総合台帳を整備作成する研究特定領域 (A)(2

) 浅間 ｢雄 8,000内分泌擾乱物質のヒト-の影響を外挿するためのサルを用いた研究特定領域

(A)(2) 清水 慶子 2,300植物性エス トロゲン様物質が霊長類の神経分泌機構に及ぼす影響特定領域 (C)(2). 林 . 基治 3,000霊長類 (マカタサル)大脳皮質の発達におけるBDNFとTrkB

.の作用機序特定領域 (C)(2) 中村 克樹 5,300

サル頭頂連合野における異種感覚情報の統合機序の研究特別推進 (2) 松沢 哲郎 34,000

認知と行動の霊長類的基盤基盤 (A)(1) 片山 一道 9,50

0ラギク人からポリネシア人-の変容過程を探る先史学的研究基盤 (A)(2) 三上

章允 4,000ジャワ島における色盲ザルの研究基盤 (B)(1) 茂原 信生 3,100後氷期

におけるニホンザルの成立過程の総合的研究基盤 (B)(1) 本郷 一美 4,800動物

遺存体分析による西アジア史再編 :家畜化から遊牧的適応の成立まで基盤 (a)(2) 片山 一道 2,500古代

日本の争乱と武器に関する骨学的および考古学的研究基盤 (a)(2) 正高 信男 4,800七 トを含む霊長類における音声情報の認知発達 :言語 と音楽を用いた比較

認知研究基盤 (B)(2) 小嶋 群三 -7,900チンパンジーの聴覚と音声に関する研究基

盤 (B)(2) 川本 芳 5,400霊長類の異種交雑にともなう迫伝的変化の研究基盤 (a)(2) 平井 啓久 7,100マンソン住血吸虫における全 BACクローン

の染色体マップの完成基盤 (a)(2) 波速 邦夫 3,100スラウニシアカクの種間雑種個体の

繁殖異常と狭い交雑帯の形成機構基盤 (C)(1) 演田 穣 600ニホンザルに見られる季節性機序

の解明基盤 (C)(2) 景山 節 1,400霊長類の食性に対応 した消化酵素:ペプシノゲンの多様性と適応

進化基盤 (C)(2) 中村 伸 700好中球でのTissueFactor発現 :その発現機序と病

態との関連基盤 (C)(2) 林 基治 1,200サル前頭連合野の老化に伴 う脳内機能分子の

遺伝子発現変化 と認知機能 との関連基盤 (C)(2) 鈴木 樹理 1,400タイ国に

おける野生霊長類をモデルとした内分泌撹乱物質の疫学的研究基盤 (C)(2) 清水

慶子 1,100内分泌撹乱物質がサル胎児期の脳の発生 .発達におよぼす影響基盤

(C)(2) 友永 雅己 2,000社会的認知の知覚的基盤 :比較認知からのアプローチ奨励 (A) 田中 正之 1,100チンパ

ンジーとヒ トの類似性知覚と象徴化能力の比較奨励 (A) 脇田 亮子青 500弁別訓練がサル大脳一次視覚野の受容野特性に及ぼす

影響奨励 (A)特別研究員奨励費特別研究員奨励費 中村 克樹山越 (明和) 809I,3001,300非言語コミュニケーションの脳内機序一言語機能

とその左右差の進化の理解をめざして-ヒトおよびチンパンジーにおける模倣の発達と政子 その生物

学的基盤岡本 暁子 意志決定に影響を及ぼす社会的ルールの比較研究

特別研究員奨励費 藤田 志歩 900 ヒト以外の霊長類におけるホルモン

と行動 :生殖関連ホルモンが行動に及ぼす影響特別研究員奨励費 土田 順子 900霊長類における加齢に伴 う認知能力の変化 と



研究種別 研究代表者 金研(千円) 研 究

課 題特別研究員奨励費 加藤啓一郎 I,000嫌悪刺激及び報酬に関わる帯状回吻側部とその線維連

絡部位の役割特別研究員奨励費 平田 聡 I,200チンパンジーとオランウータンにおける社会的場

面での道具使用の比較特別研究員奨励費 ′J､嶋 群三 1,200ニホンザルの種

特異的音声の知覚に関する研究特別研究員奨励rr 竹中 修 1,000ホ

ミノイ ドにおけるY染色体遺伝子の進化特別研究員奨励rr 田代 靖子 ‖OO分子生物学的手法を用いたチンパンジーの社会構造の比較と種分

化に関する研究合 計 39件 228,900

※金印は,間接経於を除く(3) 2001年度 (平成 13年度)研究補助金等 内訳一覧:(文部科学省科学研究獅 持助

金以外)補助金等種別 研究代表者 金額(千円) 使 途

極東製薬工業(樵) 景山 節 980 丑長煩学に関する研

究助成極東製薬工業(樵) 景山 節 490 霊長斯学に関する研究助成中村 伸 (精神神経 .血液医薬 中村 伸l平井 啓久

9804,719 好中球でのTissueFactor発現 :その発現機序と病態 との研究振興財団) 研連に関する研究助成平井 啓久 (米国ニューヨーク マンソン住血吸虫ゲノムプロジェク ト:BAC̀クローンの染色体マッピング

州立大) のため合 計 4件

7,169 ※寄附金額は,全学共通経費(2%)を控除 した金研

3

. 図書2002年 (平成 14年)3月末現在,本研究所図書室に所蔵されている資料は,

以下のとお りである｡(1) 蔵書冊数 (製本雑

誌を含む)和 書 : 6,4

67冊洋 書 : 13,972冊合 計

: 20,439冊(

2) 別刷点数別 刷 : 70,104点(3) 和文雑誌 ･新聞お

よび中国文雑誌リス ト雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期 間アフリカ研究

(アフリカ研究会) I(I-2) 1963-1964ア

フリカ研究 (日本アフリカ学会) 1-30 1964-1987母性衛生 26(I-2,4),

27-29 1985-1988C】inicalNeuroscience 1(3).2(3-4,

6-12),3 1983-1985治療学 7(5-6),8(3,6),9(1,3,6),ll(1,6),15(5), 198ト1

985動物学雑誌 69-71,79(ll-

12),80-92 1960-1983動物生理 I-4,5(1-3),6(1) 1984-1989動物心理学研究

40-50 1990-2000動物心理学年報 17(2),

18-24,25(I),26-30, 31(1),32,33(I),34-39 1967-1989ドクメンテ-シヨン研究 23-29,30(ト3)

1973-1980第四紀研究 I(2-4,6-7),2-3,4(2-4),5-7,9(2),10-ll,12(1,4),13



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間フアルマシア■ 22-26 1986-

1990学術月報 21(10,12),22-54+ 19

69-2001学術の動向 1-6+

1996-2001現代性教育研究 24(lO),36(10),37(1

2) 1977-1979雪景五I::コPlコ 5,6(1-6,8-13),7-18,19(1-6,8-12),2

0-30+ 1976-2001ホルモンと臨林 19-32,33(1-3,5-12),34(1-6),35-37,38-40,41(1-2,4-12)
,42(1-5, 1971-20017-12)

,43(1-2,5-12),44-49+遺停 30(6-l

l,13),31-55+ 1976-2001週刊雷撃のあゆみ 71(9),75(5-13),76-80,81(1

),98(9),127(5) 1969-1983.瞥撃と生物畢 82,83(1-4

,6),84-99,100(1-4) 1971-1980異常行動研究会誌 ll
-16,18-22,24-31,32(1) 1971-1993lMAGO 4(7,13),5(1),3(5,10-ll) 1992-1

994lsotopeNews 358-575+. 1984-2002JapaneseJoumalorSportsSciences 1-4,5(1-7) 1982

-1986人類学研究 I-2,3(1-2),6,7(3-4) 1954-1960人類

単相報 1-6,8-12,14,16,18-19,21-2528-36 1948-1967人類学雑誌 56(3,10-ll),57(3,6-7,10-ll),58(1,3,5,7-8,10),59(2,7,9-12),60(

1,1941-19913),6ト99入校FlA雑誌 (復刻版) I-60

1886-1949人粧i科学 5-8,ll,14,18-19,21,27,29-

40 1952-198T季刊人類学 1(4),12(1),15(4),■16(I,3-4)

1970-1985自主的座 1-6,8-23,25-34,36-66,71-75,77-80,82

1971-1978情報処理 17(12),18(1-4,6-12),19-21,22(1-2,4-7) 1976-1

981偵件反射 1-113 193

9-1973助産抑雑誌 39(3-12),40(2-12),43(2

-3) 1985-1989助成研究 1-16+

1998-2002助成財団 1,3-28,30,33-35,37-40 1987-1995科学 38(4-12),

39-71+ 1968-2001科学綱目 28(2 ,4-6,8-ll),29-37,38(1-8,1

0-12),39-55,56(1-3) 1968-1996解剖学雑誌 24(2-4),25-27,28(3-6),29,30(ト5),31-75 1

949-2000感光統合障害研究 1(1),3-

4,5(1) 1988-1994からだの科学 1

58 199ト1991からだの科学 増刊 5-6,21 1

987-1989血管医学 2(2-6),3(1) 2001-2002

血管と内皮 7(2-6),8-10 1997-2

000他朗な子ども 17(I),18

(4,6-9) 1988-1989益礎心理学研究 1-2,3(1)4,5(2),9-19 1982-

2001.行動科学 32(1),33T39 1993-2001公害研究 1(ト3) 1971-1972こころの科学 30-32,35,39,41-45,47-48,5ト53,55-58

,60 1990-1995MASISnews 4(5-6,8-ll),5(2-12),6,7(1-3,5-12)?8-12,13(I-2,4),14(3,6-12), 1983-1

99515(1-5,8-12),16(2-5)ミクロスコピア 2(4),5(2-4),6-7,8(1-2,4),9,10(1-2) 1985-

1993民族学研究 (日本民族学協会) 12(1-2,4),13(

4) 1947-1948民族学研究

(日本民族学会) 29-33,35-38 1964-1974モダンメディシン 17(3),18(1-7),19(7,10) 1988-1990MolecularMedicin

e 30-38+ 1993-2001モンキー I-45+ 1957-2001日本不妊学会雑誌 21(1,3-4),22(4),25(4),29(1
-3),30,31(1,3-4),32(1-2,4),33(I-2,4), 1976-198934(1-2,4).

日本学術会議月報 9(1),10,ll(2,ll-12),12(1-7,10-12),13-14,15(4-ll),16(1-2,5-ll), 1968-1
99417,18(1-5,7-12),19(1-4,6-12),20,21(1-5,7-12),22(1-4,6,8-12),



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間日本野市新報 2459,2461,2464-2466,2476-2592 1971-

1973日本医史学雑誌 28(2-4),29-30,31(1-3),32-35 19

82-1989日本内分泌学会雑誌 51(9-12),52-53,54(I-8,10-12),55-56,57(1-3,5-12),58,59(I-3,
1975-198710-12),60(1-8),61(4-12)

,62,63(1-3)日本音響学会誌 42(4-12),43

-56 1986-2000日本臨休 33(6),37(6),39(2),40(2,5,7,12),4 1(8),43(4),46(5),

48(ll) 1975-1990日本産科婦人科学会雑誌 26(8),29(5,8,ll),30(ll),31(8,10,ll),32(10-ll),33(4)
,34(1,3), 1974-198635(I,12),36(I-8,

1ト12),37(トll),38(I-4)日本生気象学会雑誌 16(I-2),17-18,19(I,3),20(1-2),21,22(1-2),

23 (1-2),24(1) 1974-1987日本生理学雑誌 26(2),27(2),28(5,8),30(2-7,9-12),31-51,52(1-6,8-12),56(6,8-10) 1964-1

995日本生態学会誌 15-19 1965-1969日本髄質畢雑誌 17(4-6),18-19,20(ト2,4-6),21(1-3,

5-6),22,23(ト4,6) , 24(I) 1952-1959脳波と筋電図 ト6,7(I-2,4),8-12,13(2-4),14(2-4),15(3-4),16-22,23(2-4

),24(1) 1972-1996脳

研究 3-6 1949-1950脳と神経

24-45 1972-1993農林省林業試験場年報 45 1970-1970林業試験場研究報告 48,55,75,246-305,30

7-314,316-318,320-321,323-325,327-328 1972-1984林業試験場研究報告.林業 331-334,336-337,339,341-344,346,348-349,3

51,353-354 1984-1989林業試験場研究報告.林菜 .林産 355 1989-1989臨床科学 ll(I-6,10),13(4),17(9),19(6,ll),20(3,5,10-ll) 1975-

1986ラボラトリーアニマ■ル ト4,5(I) 1984

-1988盃長類研究 1-17+. 1985-200

1臨床検査 15(1,3-12),16-45+ 197ト2001

最新腎学 26-29,30(1-ll) 1971-1975産婦人科の世界 2

3-24,25(1),34(8) 1971-1982産科と婦人科 38(1-3,5-12),39(1-ll),40(

I) 1971-1973生物物理 6(1),lO(3,6),ll-14,15(1) 1966-1975

生物科学 28-53+ 1976-2001生物科学ニュース 65-112,114-363+ 1977-2001

生理生態 I-17 1947-1976生体の科畢 21(5-7),22-25,26(I-3,6),27-41,42(I,3-4,6),43-52+ 1970

-2001神経研究の進歩 10(4),13(4),16-19,21(4),22(4-6),24(6),25(I-2,5),26(

2,5-6),30(5-6),1966-198831(4,6) ,32(3-6)神経精神薬理 7(1-7,9-12) 1985-1985神経

心理学 5-16 1989-2000心理学評論 12(2),18-19,20(2-4),21,22(I-3),23(1-3),23(1-3),24(1-2,4),25-27, 1969-2000
28(1,3-4一,29(1-3一,31(I-2,4),32-38,39(2-4),

40-43心理学研究 39-59

,60(1-5),61-66,67(1-2,4-6),68-71 1968-2000姿勢

研究 トll 198ト1992自然 23-38,39(1-5) 1968-1984自然史研究 . 1 1968-1984

綜合臨休 . 18(5),25(9-10),31(2,10),33(ll) 1969-1984体力科学 33-38,39(1-5),40-41,42(2-

5),43(2-6) 1984-1994代謝 23-29 1986-1992蛋白質 .核酸 .酵素 6(ll),7(7,13),i(5),9(4-15),10(1-6,8,10-16),ll-14
,15(1-4,6-12), 196ト199916-34,35(I-3,5-13,15-16),36(2-15),37(1-10,12-16
),38(I-2,4-5,8-9,ll-14,16),39,40(I-5,7-9,ll-17

),42-44東南アジア研究 1-4;2-38+

1963-2001土の声 .民の声 84-94 1978-1979野生生物保誰 2-5+ 1996-20



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間地底科学 (中国雑誌) 1973-1975,1976(I-3),1977-1990 1973-

1990動物学報 (中国雑誌) 19-21,22(1-2,4),23-40,41(2-4),42,43(1-3) 19

73-1997動物学研究 (中国雑誌) 2,3(1),4(1,3-4),5(1,3-4),6-12,13(1-3),14-19,20(2-5),2ト22+

1981-2001人類学学報 (中国雑誌) 1(1-2),2-2

0十 1982-2001考古学報 (中国雑誌) 1973

-1990 1973-1990古脊椎動物学報 (中国雑誌)

22-39+ 1984-2001古脊椎動物与古人類 (中国雑誌) ll(1-2),12-13,14(1-3),15-16,17(1),18-19, 20(

ト3),21(2-4) 1973丁1983植物学報 (中国雑誌) 15(1-2),16-32 1973-19

90(4) 欧文雑誌 リス ト雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期 間Abstracts(Societyfo
rNeuroscience) 3-20 1977-1994AbstractsandReviewsinBehavioralBiology 9 1972-1972

ActaEndocrinologica 75-80 1974-1975ActaEndocrin

ologica.Supplementum 181-201 1974-1975ActaNeurobiol

ogiaeEXperimentali～ 30(4),31-56 1970-1996ActaNeurobiologiaeEXperimentalis.Supplementum 1 1971-19

71ActaPhysologicaScandinavica 78-137 1970-1989ActaPh

ysologicaScandinavica.Supplementum 332-586 1969-1989ActaPh

ysologicaScandinavica.SpecialSupplementum 1978 1978-1978AdvancesnEnzymologyandRelatedAreasbfMolecularBio
logy 40-56 1974-1984AdvancesnProtei

nChemistⅣ 28-36 1974-1984AfricanJoumalorEcology

17-39+ 1979-2001AmericamAn山ropologistN.S.
70-101,102(2-4)+ 1968-2000TheAmericanJoumalo

fAnatomy 139-192 1974-1991TheAmercanJoumalof

Iluman Biology 9-13+ 1997-2001TheAmercanJournalofHuman Genetics

20-69+ 1968-2001AmericanJournalofObstetricsandGynecology 109(3-8),11

0-147 1971-1983AmericanJoumalofPhysicalAnthrop
ology.N.S. 10-ll,13-14,17-117+ 1952-2002A

mericanJoumalofPhysicalMedicine 50-57 197ト1978AmericanJoumalorPhysiology 222-243 19

72-1982AmericanJoumalofPhysiology.Regulatory,TntegrativeandComparative1-10 1977

-1981PhysiologyAmericanJoumalorPrimatology
I-55+ 198ト2001TheAmercanNaturalist

106_158+ 1972-2001TheAmercanPsychologist

7(1,3-6),29-51 1952-1996Analytica
Biochemistry 57-135 1974-1983TheAnatomicalRecord 166-234,235(1) 1

970-1993AnatomischerAnzeiger 126-173
1970-1991AnimalBehaviour

17-62+ 1969-2001AnimalCognition 1(1),2-4十 . 1

998-2001AnimalLeamingandBehavior

1-29+ 1973-2001AnimalWelfare 10+ 2001-2001AnnalsdelaFondationFyssen 1-4,7-9,ll-14 1985-1999AnnalsorAmatomy 174-177 1992-1995Annalsor仇eNewYorkAcademyorSciences 115(2),117(1),118(12,21),134(2),147

(4),156(2),157(2),159(3),160(1),162(1),164(3),166(3),167(1),169(1,3),
299,331,34ト342,344,346,370,374,425,453,473,500,512,5

60i620,862 1964-1998AnnualRevieworBiochemi

stⅣ 1-3,5-10,18-19,21-22,25-26,35-70+ 1932-2001AnnualReviewofEcologyandSystematicsp 1-31 1

970-2000AnnualReviewofPhysiology 25

-53,55-56 1963-1994AnnualReViewofPsychology



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間ArchivesⅠtaliennesdeBiotogie 106-113 1968-

1975ArchivesSuissesd'Anthropo10gieGenera]e 32-34,37 19

67-1973AustralianJoumalorZoology 22-32

1974-1984■AustralianJoumalofZoology.Supplementaryseries 24-1
03 1974-1984BehaviorResearchMethodsandTnstrumentation

1-15 1969-1983BehavjorReseaTChMethods,Instruments,andComputers
16-33+ 1984-2001BenavjoralandBrainScie

nces ト13,15 1978-1992BehavioralandNeuralBi

ology 25-62 1979-1994-Behavio

ralBiology 7-24 1972-1978BehaVioralEcologyandSociobiology
ト12,13(1-3),14-50+ 1976-2001Behaviora

lNeuroscience 97-115+ 1983-2001BehavioralScience 1-7,10-22 1

956-1977Behaviour 33-138+ 1969-2001BehaviouralBrainResearch 2-6,7(2-3),8-16,17(ト2),18-55 1981-1993

abliographyofReproduction 17-26 1971-1975ちOchemicalandBiophysicalResearchCommunications 38-
125 1970-1984ちochemicalGenetics 16-39+ 1978-2

001ちochemicalJoumal.CellularAspectS 186-216 198

0-1983aochemiCalJoumal.MolecularAsptcts 1
85-215 1980-1983aochemic

alSocietyTransactions 8-ll 1980-1983BochemistⅣ 13-

23 1974-ー984ちochimicaetBiophysicaActa 27-36,49,51,53-54,60 19

58-1962aochimicaetBiophysicaActa.ProteinStmc仙re P30-P68,P70-P76 197
4-1981a

ochimicaetBiophysicaActa.ProteinStructureandMolecuIar P1-Plo 1982-1982Enz

ymologyBiochimicaetBiophysicaActa.SpesialjzedSectionon
Nuc]eicAcidsand 55 1962-1962Re

latedSubjectsB0ogicalCon

seⅣation 43-102+ 1988-2001B0ogyort
heNeonate 26-29 1975-1976BoodV

essel岳 19-28 1982-1991Brain 84-1

07,109-115,120-124+ 1961-2001BrainandCog
nition 30-44 1996-2000BranandLan

guage 3-41,76-79+ 1976-2001Bra∩,BehaviorandEvolu

tion 1-52 1968-1998Bran,BehaviorandⅠm

munity I-3 1987-1989BranResearch I-312,

314-387,389-501,503-599 1966-1992BranResearchBulletin 3-17,

19-23 1978-1989BranResearchReviews ト4,5(1-2),6-17 1979-1

992Buletindel■AcademieMalgacheN.S. 44(2),
52(1-2),53(I-2) 1966-1975BuetinortheAmericanMuseumorNaturalHistory 72

(6),231 1936-1997BuetinofthePsychonomicSociety 1-31
1973-1993BuetinsetMemoiresdelaSocietedtAnthropologiedeParis.Ser.12 3-4

,6 1968-1970TheCanadianJournalofNeurologicalSciences
4-19 1977-1992CanadianJoumalorPsychology 19-30 1965-197

6Camivore 2(3-4),3-7 1980-1984Cell 52(3-4),53(2-6),54-65,66(1,3-6),67-75 1988-1993ChildDevelopmment 62-72+ 1991-2

001Cladistics 1-17十 1985-2001ClinicalMicrobiologyNewsletter 4(19-24),5-6,7(1-7,9-24),8

-16,17(1-15),18(1-2,4-24),19-23+ 1982-2001Cognition

38-82+ 1991-2001CognitionandBrain

Theory 4 1981-1981CommunicationsinBehavioralB]'ology.Pt.A. 1-6 .. 1968-197
1CommunicationsinBehavioralBiology.Pt.B. 1-8

1968-1971ComparativeMedicine 50-



雑 誌 名 -所 蔵 巻 号 期

間Cortex 9-ll 1973-

1975CSANeurosciencesAbstracts I 19

83-1983Cu汀entAnthropology I-42+

1960-2001Cu汀entContents.Behavioral,Socia1&ManagementScience 1(1-19,21,23-42)

,2 1969-1970Cu汀entContents.Behavioral,SocialandEducationalSciences

3-5 . 1971-1973CurrentContents.LifeSciences 12-15,16(1-17,19-52),19-21,22(1-2,4-52),23-24,25(1-47,49-52),26-33,

34(I-4) 1969-1991Cu汀entContents.Social&BehavioralSciences 6(6

-52),7(1-8) 1974-1975CurrentContentsonDiskette(Life
Science) 34-40 199ト1997CurrentContentsonDiskette(LifeScience)with

Abstracts 37-44+ 1994-2001Cu汀entOpinioni
nNeurobiology 9-ll+ 1999-2001CurrentPrimateRefereh

ces 1967(12),1968-1999 1967-1999Development
alBrainResearch ト10,12-70 1981-1992D

evelopmentalDynamics 193-198 1992-1993DevelopmentalPsychobiology 15-16,17(1-2,4,6),18-19,22-33 1982-19

98DevelopmentalPsychology. 1-37+ 1969-2001DiscussionsinNeuroscience 1,2(1,3-4),
3(1-2,4),4(ト3),6(1-2),7(1-3一,9(1,3-4) 19

84-1993EastAfricanWildlifeJoumal 15

-16 1977-1978EcologicalMonographs 40-71+ 1970-2001ElectroencephalographyandClinicalNeurophys

iology 1-41,48-85 1949-1992Electromyography ll 197ト19

71EJectromyographyandClinicalNeurophysiology 12-18 1972-1978Endeavour 14(56
),15-16,24(92),28(104-105),29(106),30;3lr113-114),32-35 1955-1976

Endocrinology 90-100,101(

1-4,6),102-133,134(ト5),135-142+ 1972-2001Etholo

gy 71-107+ 1986-2001Etho10gyandS
btiobiology 1(1-4),2(1),5-17 1979-1996Ev

olution 30-54,55(1-ll)+ 1976-2001EvolutionandHu'manBehavior 18-22+ 1997-200

1EvolutionaⅣAnthropology 1(1),2-5 1992-19

96ExcerptaMedica.Sect.1 22-24 1968-1970ExcerptaMedi
ca.Sect.10 24,25(1-10) 1971-1972ExperimentalBrainResearch 1-30,31(ト2,4),32-124 196

6-1999ExperimentalNeurology 1-118

1959-1992TheFASEBJouma1 1-8,9(I-ll,13-14),10-15+ 1987

-2001FcdcrationProceedings 29-46

1970-1987FertilityandSterility 23-24,25(1-3,7-
12),26-38 1972-1982FoliaPrimatologica 1-72+ 19

63-2001GeneralandComparativeEndocrinology 46-60 1982-1985
Genetics 88-159+ 1978-2001

Gorilla 8-23+ 1984-2001

HereditaS 96-123 1982-1995Homonesa

ndBehavior 2-16 1971-1982HumanBio

logy 40-73+ 1968-2001HumanEcology 2-29+ 1

974-2001HumanEvolution 1(1-5),2-15+ 19
86-2001HumanMolecularGenetics 1-8 1992-19

99InfantBehaviorandDevelopment 19-23+ 1996-2000l

ntemationalⅠmmunology I,2(ト10) 1989-1990ⅠntemationalJouma

lorAndrology I-12 1978-1989lntemationalJoumalorAnd

rology.Supplement 1-2 1978-1978lntemationalJo

umalorNeuroscience 21-35,38-64,67-72 1983-1993Ⅰnternatio

nalJoumalorOsteoarchaeology I-ll+ 1991-2001Ⅰnternat

ionalJoumalorPrimatology I-22+ 1980-2001ⅠPPLNewsletter 【1-51,【10-1



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間22(2-6),23-28,29(2-4),30-

38JapaneSePsychologicalResearch 10-42 19
68-2000Joumalor仙eAcousticalSocietyorAmerica . 83-88,r89-1091

1988-2001JournalortheAcousticalSocietyorJapan(E) 7(3-6),8-
21 1986-2000JournaloftheAmericanVeterinaryMedicaIAssociation 16

0-163 1972-1973TheJournalofAnimalEcology

39-70+ 1970-2001JoumalofAnthropo]ogicalRese

arch 29-52 1973-1996JoumalorAppliedPhy

siology 32-41 1972-1976JoumalofAppliedPhysiology.Respiratory,Env王ronmentalandExercise

42-49 1977-1980PhysiologyJoumalofArchaeoIof
!]'CalScience 26-28+ 1999-2001Jou

malorBiochemistⅣ 63-128 1968-2000TheJoumalofBi

ologicalChemistry 249-276+ 1974-2001Jou

malorBiomechanics 7-13,14(ト2) 1974-1981Joumalor仙eBombayNatu
ralHistoⅣSociety 58(2-3),59(1-2) 1961-1962JournalofBonea

ndJointSurgery.AmericanVolume 52-59 1970-1977JoumalofBoneandJointSurfミery.BritishVolume 52-59

1970-1977JoumalofChildLanguage 17-28+ 199

0-2001JoumalorCognitiveNeuroscience ll-13+ 1999-2001JoumalorCo
mparativeNeurology 138-310,312(2-4),313,315-375 1970-1996Jouma10rComparatiVeandPhysiologicalPsychology 59

-96 1965-1982JoumalofComparativePs
ychology 97-115+ 1983-2001TheJournalofEcology 58-89+ 1970-2001

JoumalofEndocrinology 49-67 1971-1975JoumalofEthology 5-7 1987-

1989Joumalor仇eExperimentalAnalysisorBehavior 1-67,68(2-3),69-70

1958-1998JoumalofExperimentalChildPsychology 51-66,67(2-3),68-71 1991-1998JoumalofE叩erimentalPsychology 37-39,40

(1-2,4-6),41,42(1-2,4-6),43,45(1-3,5-6),46,47(1-2,4-6),48,57-68,79-10
3 1947-1974JoumalofEXperimentalPsychology:AnimalBehavio

rProcesses I-27+ 1975-2001JoumalorExperimentalPsychology:Genera

l 104-130+ 1975-2001JoumalofExperimentalPsychology.HumanLeamingandMemory I-7 1975-198
1JoumalofExperimentalPsychology:HumanPerceptionandPerformance I-22,23(1-5),24-27+ 1975-

2001JoumalofExperimentalPsychology:Leaning,Memory,andCogni
tion 8-15,16(1,3-6),17-27+ 1982-2001TheJoumalofGeneralPhysiology 12-22,71-100,103-104

1929-1994JoumalofHumanErgology I-14,18(2),
20rl),21 1972-1992JoumalorHumanEvolutio

n I-41+ 1972-2001Joumalorlmmunology 136-137,
13S(1-4) 1986-1987JoumalorMammalianEvol

ution 1-&+ 1993-2001JoumalorMammalogy
30(1),52-81,82(2-4)+ 1949-2001JoumalofMedicalPrimatol

ogy ト30十 1972-2001JoumalorMolecularEvolution 3-5

3十 1974-2001JoumalofNeurochemistⅣ 22
-32,33(1-2,4-6),34-43 1974-1984JoumalofNeu

rophysiology 29,31-38,87(1-4一十 1966-2002JoumalorNeuroscience 22(3-8)+ 2002

-2002JoumalofNeuroscienceMethods I,3-9 1979-19

83'JoumalorPhysiology 106-144,145(1,3),146-147,148(1-2),149(1,3),150-
497 1947-1996JoumalofReproductionandFertility 32-lュo 19

73-2000JoumalofSpeechandHearingResearch 34-35,36(I,3-6一

,37-38,39(3-6) 1991-1996JoumalofSpeech,Language,andHearingResearch 40-44+ 1997-2001

ThcJoumaloftheRoyalAnthropo]ogicaHnstitute

I-7+ 1995-2001JoumalofTheoreticalBio]gy 5
6-69,196-213+ 1976-2001Joumalof

TropicalEcology I-15 1985-1999JoumalofVa



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間LaboratoryAni血als 1-28,29(2-4),30-34+ 1967-
2000LaboratoryPrimateNewsletter 4-34,35(I,3-4),36-40+ 19

65-2001LeamlngandMotivation 22-32+
1991-2001LifeSciences.Pt..1 ll,12(1

-9) 1972-1973MalayanNatureJoumal 17
,18(1) 1963-1964Mammalia 44-62,63(1-2,4

),64-65+ , 1980-2001Ma

nN.S. 3-29 1968-1994MemoryandCognition 1-19
,20(1-5),21-29+ 1973-2001MolecularBiologyandEvolution

14(1,3-12),15-16 1997-1999MolecularBrainResearch 1,3-16 1986-19

92MolecularEcology 8 1999-1999N
ationalGeographic 146-200+ 1974-2001NaturalHistoⅣ 102(3-12),103-105,106(1-2ー 19

93-1997Nature 166-180,185-415十 1950-2002
NatureGenetics 1-ll,12(1-3),13-30

+ 1992-2002NatureNeuroscience 2-

4+I 1999-2001Nature.NewBiology 229-24

6 1971-1973Nature.PhysicalScience 229-246 1971-1973NeuralNetworkS 5(1,3,
4-6),6(5-8),7-8,9(1-2,4-6),10-ll,12(

1-3),13(1-10) 1992-2000NeurobiologyofAging
15-19 1994-1998NeurobiologyofLeamingandMemoⅣ 63-76+ 1995-2001

Neuroendocrinology 7-50 197ト1

989Neurophamacology 25-31 1986-1992Neuropsychologia 1-

36 1963-1998Neuroreport 2(ト2,7-
8),3(1,7,9-12),4(1-3,5-7,10-12)

1991-1993NeuroscenCe I-70,71(1-2) 1976-1996Neurosc

enceAbstracts 2 1976-1976NeuroscenceLetters I(I,5),2-140,142-146,147(1) 1975-1992
NeuroscenceLetters.Supplement 1-29,33,39,42 1978

-1992NeuroscenceResearch 1-40 1984-2001Neurosc
enceResearch.Supplement .1-14,16,21 1985-1997NeuroscenceResearchC

ommunications 1-5,6(1) 1987-1990NeuroscenceResearchProgramBu11etin
9-12,13(1-3一,14(1-2),15-17 197ト1979NucleicAcidsResearch 19-25,26(2-24

),27. 1991-1999Oikos 25-83 1974-1998Oryx 12-13,14(I-4),15(1-5),16(I-3) 1973-

1982Perception 28-30+ 1999-2001PerceptionandPsychophysics 19-63+ 1976-2001PerceptualandMotorSkills 28-43 1969-1

976PhysicsTbday 41(9-12),42-44,45(1-

5,7-12),46-47,48(1-10,12),49(ト2,5-12),50(1-2,4-12),51,52(1-5,7-10,12),53,54(1-8)1988-

2001PhysiologicalPsychology 1_14 1973-1986PhysiologicalRe
views 50-69,70(1),76-81+ 1970-2001Physiol

ogicalZoology 45-53 1972-1980ThePhysiologist 13-18,19(1,4),20,22-23,24

(ト4,6),26 1970-1983PhysiologyandBehavior 1-48,49(1-3) 1966-1991

PhysiologyamdEcologyJapan 18-31 1
981-1995PrimateConservat

ion 5-9 1985-1992PrimateEye 30-57,59-64,66-72+ 1986-2000PrimateNews r5-241 1967-1990PrimateReport 1-

13,15-61+ 1981-2001Primates 1_42+ 1957-2001Proceedingsor血eAustralianPhysiologicalandPhm acologicalSoci吋 I(1-2),2(1),



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間ProceedingsoftheRoyalSocietyofLondon.SET.B,BioⅠogicalSciences 175(1039-1041),176(1042) 1970-

1970Prostaglandins ト13 19

72-1977Psychobiology 15-26

1987-1998PsychologicaIAbstracts 39-62,64-68,69(4-6),

70 1965-1983PsychologicalBulletin 38(2-3,5-8),40-86,87(I-3),88

-127+ 1941-2001PsychologicalReview 17(1-2),54,56(1,3-6),57-59,60(1-2,4-6),62-63,64(3-6)
,65-108+ 1910-2001PsychonomicBulletinandRe

view 1-8+ 1994-2001PsychonomicScience ト11,12(I-4)
,13(4-6),14-29 1964-1972TheQuarterlyJoumalofExperimentaIPsycholog

ySectionA 43-54 1991-2001TheQuarterlyJoumalofExperimentalPsycho
logySectionB 43-54 1991-2001RecentLiteratureofMammalogy 55-66 1974-198

5Reproduction 121-122+ 2001-2001ResearchesonPopulationEcology 8-9

1966-1967ScenceN.S. 151-295+ 1966-2002ScientificAmeriCanN.S. 126-1

51,217(4-6),218,219(I-3,6),220-285+ 1921-2001TheScientificReportsoftheWhalesResearchInstitute 1-5,10,16
-38 1948-1987TheScientist 2-3,4(1,14) 1988-

1990SouthwestemJoumalorAnthropology 24-28 1968-1

972SovietAnthropologyandArcheology 6(4),7-
18 1967-1979Sov王etPsyc

hology 6(3-4),7-8,9(1-2) 1968-1971Species 25-29 1995-1997SymposiaoftheZoologicaISocietyofLondon I-4,8,10,13-15,17-18,21,23-24,

26,33,46,48-49,51,60 1960-1988S

ystematicBiology 41-50+ 1992-2001SystematicZoolo

gy 25-40 1976-1991LaTerreetlavie 30-36,37(ト2),38(1-2),39-54 1976-1999TrendsimNeurosciences 1-3,4(1-6,8-12),5(1-ll),6(I-7,9-12),
7(1-10,12),8-10,ll(I-3,5-9,ll-

12),12(1-7,9-12),13(2,4-6,8-12).14(3
) 1978-1991VisionResearch 1-39 1961-199

9W●dlifeMonographs 19-148+ 1970-2001WidtifeSocietyBulle

tin I-3,23-29+ 1973-2001YearbookofPhysicalAnthropology 3-8,10-ll,1
3-15,18-44十 1947-2001ZetschriftfurMorphologieundAnth

ropologie 59(3),60-82,83(1ー+ 1967-2001ZetschriftfurSaugetierkunde ト3,4(1-2,4-6),5-7 192

6-1932ZetschriftfurTierpsycho
logie I,52-70 1937-1985ZetschriftfurVersuchstierkunde 14-20 19

72-1978ZoologicalScience ト18 1984-2001He弟po4m3HOJ70rIⅦ

2-4,5(2-6),6-7 1970-1975(5) 継続図書リス ト書 名 所蔵巻号 期 間 訴求記号Advances-nChildDevelopmentandBehavior 1-28+

1963-2001 159.92"AAdvancesntheStudyorBehavior 1-31+ 1965-2002

159.929+591.5日AEvolutionaryBioIogy ト32+ 1967-2000

574/578l旧Modem()uatemaⅣResearchinSoutheastAsia I-16+ 1975-2000 551.



(6) 霊長類研究所図書室利用規定

Ⅰ.閉塞時間と体重

I.開室時間

平日:9時から17時まで｡

2.体重

土曜日,日曜日,国民の祝祭 日,年末 ･年始は体重と

する｡

その他の臨時休室は,その都度掲示する｡

ⅠⅠ.閲 覧

1.閲覧者の資格

I)本研究所の所員｡

2)本研究所の共同利用研究員で,閲覧者カー ドを提

出する者｡

3)1),2)以外の,京都大学に所属する者で,所属図書

施設の紹介のある者｡

4)本研究所教職員の紹介のある者｡

2.閲 覧

I)閲覧者は図書室内で図書 (単行本,雑誌,その他

の資料)を自由に閲覧できる｡

2)閲覧後の図書は必ずもとの場所にもどす｡

ⅠⅠⅠ.貸出および返却

日 Ⅰの 1の 1)及び 2)の該当者は,下記に従い図書を借

用できる｡すべての借用資料は,原則として所外に持

ち出すことはできない｡

1)借用資料の種類と借用方法

a.単行本

(1)単行本は 1カ月間借用できる｡

(2)借用時には,ブックカー ドおよび代本版用紙

に必要事項を記入する｡ブックカー ドは所定

の箱に入れ,代本版用紙は代本版の背に挿

入 して,書架上の本のあった位置に置く｡

b.製本雑誌

(1)製本雑誌は3日間借用できる｡

(2)借用方法は単行本に準じる｡

C.未製本雑誌

(1)禾製本の雑誌は15時から翌朝 10時までの間

に限り借用できる｡

(2)借用時には貸出カー ドに必要事項を記入す

る｡

d.別刷

(I)別刷は開室時間中に図書室内でのみ利用で

きる｡

(2)利用後は,返却台の箱に返却する｡

e.他機関からの借用資料

(I)他機関からの借用資料は,開室時間中の図書

室内での利用に限る｡

(2)利用後は図書係員に返却する｡

2)参考図書その他禁帯出扱いの図書は貸出さない｡

3)借用中の資料を転貸 してはならない｡

4)再手続きをすることにより貸出期限の延長がで

きる｡ただし,他に借用希望者がある時は,そち

らを優先する｡

5)借用後の図書は返却台に返却する｡

2.ⅠⅠの 1の3)の該当者は,所属の図書施設を通じて借

用を依頼することができる｡借用資料は単行本のみ

で,所属図書施設内での利用に限る｡

借用期限は2週間とするが,本研究所所員からの要請

があった場合には,借用期限内であっても,速やかに

返却することとする｡

ⅠⅤ.総点検および長期貸出

1.毎年 1回図書の総点検を行 う｡この時は,貸出期限内

外を問わず,すべての図書を返却する｡

2.総点検期間中,原則として図書室は体重とする｡

3.図書委員会により研究室等-の備え付けが認められ

た時は,長期貸出扱いとする｡長期貸出期間は 1年で,

長期貸出扱いの更新は総点検時に行 う｡

V.その他

1.資料を紛失 した り汚損 した場合は,代本または相当

の代金で補わなければならない｡

2.借用資料を期 日までに返却 しなかった場合,以後の

貸出を一定期間停止されることがある｡

3.書庫および閲覧室内は禁煙とする｡

(昭和 51年制定,

平成 10年 7月 8日一部改正)
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4. 資料

霊長類研究所が所蔵する資料は,骨格標本,液浸標本,化石模型などからなり,外部の研究者にも基本的

にすべて公開されている｡ ･標本の多くはデータベース化されており,資料委員会の許可にもとづいて利用希望

者に提供され,研究遂行上の必要に応じて貸し出しもおこなっているO他機関所蔵の資料との交換も受け入れ

ている｡

(1) 霊長類骨格資料 (表l)●
平成 14年 (2002年)3月未現在,資料委員会のデータベースに登録された盃長析骨格標本は安1の通りで

ある｡その数は約 7,000点近くにのぼり,大部分はマカク類を中心とした旧世界ザルの標本である｡マカク類

のなかでも特にニホンザルの標本は,質 ･盈ともに他の追随を許さないものである｡その他に,新世界ザルの

標本も約 1,400点保有している｡粁人猿,および原猿類 (+ツパイ)の標本は,それぞれ数十点ずつである｡

(2) 霊長桁以外の骨格標本 (表2)

霊長類以外にも,晴乳類を中心に 1,400点近い骨格標本を所蔵している｡内訳は,タヌキ,キツネ,ツキ

ノワグマ,テン,イタチ,イノシシ,シカ,カモシカなど日本産噛乳類が多い｡日本産の野生噛乳類が減って

いる現在,これらは貴重な資料である｡

骨格標本はすべて研究所新棟 4階と本棟地下の骨格資料室において,移動式標本架にならべて保管されて

いる｡標本は種ごとに分類され,種内では標本番号にしたがって配列されている｡利用希望者は,姿料室に設

置されたコンピューター上で骨格標本データベースを検索することができる｡デユタベース上で利用できる情

報は,標本番号,種香号,属名,種名,登録日,性別,体重,座高,前胴長などである｡

(3) 液浸標本

本棟地下の液浸資料室に各種霊長類のフォルマリンもしくはアルコールで固定された液没標本が数百点保

管されており,共同利用研究者などを対象に,研究 ･教育目的で提供されている｡これらについてもデータベ

ース化が進められている｡

(4) その他

以上の他に,被毛標本数十点が保有されている｡

資料委員会は国内外の多くの研究者がこれらの資料を利用して研究を進めることを希望しており,利用希

望者の要請にできるだけ応えたいと考えている｡そのため,上記のように研究所の資料についてデータベース

化など利用環境の整備に努めており,毎年国内外の研究者らによって骨格標本や液浸標本が研究 ･教育用の質

料として活用されている｡標本の利用許可については,非破壊的な使用目的の場合は簡便な手続きで済むよう

にしているが,標本の破壊が必要だったり破損の恐れのある利用の際は資料委員会-の充分な事前説明が必要

である｡

資料委員会は新しい標本の作封,受け入れもおこなっており,毎年標本数は増加している｡資料を一層充

実させるため,野外調査などの際に,露長類その他の標本の採典にご協力いただきたい｡

備考:資料委員会では,霊長類研究所資料室で登録･保管する他,データのみの登録も受け付けています｡

また,標本管理者の移籍 ･退職などによって,管理困難となった標本の取り扱いについても相談を受けます｡

霊長類研究所資料黍員会 (委員長 園松 豊)までご連絡ください｡

(文責 :圃松 豊)
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2001年(平成 13年)度末 所蔵骨格資料

表 1 霊長類骨格資料

和名 学名 標本数

#^B Hominoidea 75

テナガザル属 Hylobatesspp. 5
0チンパンジー属 panlroglodytes

22ゴリラ属 Gorillagort'l
la 2オランウータン属 pongopygma

eus l旧世界ザル Cercopithccoide

a 5426マカク属 .Macacasp

p. 3768ラング-ル属 presbytL'S
SPP. 176コロブス属 colobu

sspp. 362コパナテングザル属 st.mt.asco

ncolor 132グエノン属 cercopL'the

cusspp. 558パタス属 ETylhroc
ebuspatas 15マンガベイ属 cerco

cebusspp. .15ヒヒ属

papt'ospp. 383マンドリル属 Man

drL'Zlusspp. 17新世

界ザル Ceboidea 1409リスザル属 saimL

'rL'SCiurezLS 985ヨザル属 Aot

ustrt'vt'rgatuS 54ティティ属 catlL'CebzLSSPP. -49
ホエザル属 Alouattaspp. 4

8クモザル属. Atetesspp. 7クーリー

クモザル属 Brachytelesspp. 3クーリーモンキー属 .LagoLhrLrsp

p. 16オマキザル属 cebussp

p. 81サキ屈 pL'theciasp

p. 13ウアカリ属 cacajaocalvus lゲ

ルデイモンキー属 callL'mt'FOgOeldi 1ピグミーマ-モセット属 cebuellapygmaeu
s 6マ-モセット属 catlL'thr

ixspp. 54ダマリン属 saguimJSSPP. 85ライオンタマリン属 LeontopithecusrosalL

'a 6原猿類 (含ツパイ) prosimii&¶lPaia 61

総計 6971-16- 表

2 その他の骨格資料和名 学名 .

標本数食肉目 cami v

ora 911イヌ科 Cani

dae 552.iネコ科 Felida

e 23クマ科 Ursidae l32

アライグマ科 procyonidae 4

イタチ科 Mustelidae l80
ジャコウネコ科 Vive汀

idae l9不明 1奇蹄目 pcrissodacty)a 8

ウマ科 Equidae 6
バク科 Tapiridae 2

偶蹄目 Artiodacty

la 346ウシ科 Bovidae 50
シカ

科 ceⅣidae 35イノシシ

科 suidae 257ペッカリー科 Tayassuidae 3

不明 1げっ歯目 carnivo

ra 66ネズミ科 Muridae 20

･リス科 sciuridae 33テン

ジクネズミ科 caviidae 3ヌー トリア科 Myo

castoridae lヤマアラシ科 Hy
stricidae 1オマキヤマアラシ科 Erethizontida

e lカビバラ科 Hydroc

hoeridae lパカ科 Agout

idae 2不明 4ウサギ目

Lagomorpha 10ウ

サギ科 Leporidae 9ナキウサギ科 ochotonidae l

食虫日 Ⅰnsectivora lモグ

ラ科 Talpidae l有袋目 Mars

upialia 4オポッサ

ム科 Didelphidae 2ウォンバット科 Ⅵ)

mbatidae lクスクス科 phalangeridae

l%GE] Edentata 2

フタユビナマケモノ科 Megalon

ychidae 2長鼻目 proboscidea l

クジラ日 cetacea 9



5. サル類飼育頭数 ･動態

2001年(平成 13年)度未 飼育頭数

種 名 頭 数

オオガラゴ

1コモンマ-モセ ット

26ワタボウシクマ リン 27

ヨザル 1

4リスザル 5

フサオマキザル

19ケナガクモ

ザル 1ミドリザル

4ミドリザル×パタスザル 1

ニホンザル

378アカゲザル 205

種 名 .頭 数

タイワンザル lO

ブタオザル 2

ベニガオザル 1

ボンネットザル

10カニクイザ

ル 46スラウニ

シマカタ 1マン トヒヒ

7シロテテナガザル 1アジルテナ

ガザル 4チンパンジー 13

合 計 7762001年(平成 13年)度 サル類動態表区 分種 名 増加 減 少 (死亡など)出産 実験殺 秤吹栄系疾忠 潤化
1器系戻忠 代謝器系疾忠 感典症 外傷死 その

他の疾瓜 剖検不鰭等コモンマ-モセット 4 3 118 2 1 1 i12 3. 114ワタ

ボウシクマ リンヨザルリスザルフサオマキザルミドリザル×パタスザルニホンザル 51141 1130 121

Iアカゲザルタイワンザルカニクイザルボ

ンネットザルマン

トヒヒシロテテナガザル 35411 2

7331 1 2 4小 計 93



6. 人事異動

所 属 職 ' 名 異 動 内 容
備 考氏 名

年 月 日(採用等)社会構造 教 授 森 明雄 2001/4/1 昇 任

生態機構分野助教授より行動発現 助教授 中村 克樹 2001/4/

1 昇 任 認知学習分野助手より集団遺伝 助 手 - 田中 洋之 ■ 2001/4/

1 採 用 大学院理学研究科博士後期課程修了*センター 客員教授 M.A.

Hufrman 2001/4/1 採 用 外国人研究員生態機構 助教授 M.A.

Huffman 2001/9/16 採 用 *センター客員教授より･*センター(退職等)*センター 客員助教授客員教授 KanyaKawin'M.A.Huffman 2002/2/12001/9/15 採 用雇用解除 .外国人研究員 (

受入は形態進化分野)外国人研究員社会構造 助 手

鈴木 晃 2002/3/31 定 年 +センタ

ー :人類進化モデル研究センター7. 海外渡航所 属 官 職 氏 .名 種+別 期 間 目 的 国 目 的センター系統発生 客員教授教 授 M.A.Hufrman茂原信生 研修研修 2001/4/17-5/92001/4/18-4/24 イタリアアメリカ合衆国 飼育霊長類の比較行動学的研究に関して,日本国内外の共同研究成果ならびに研究打ち合わせ其猿類の起源に

関する国際シンポジウム出席及び発表真猿類の起源に関する国際シンポジウム出

席及び発表サ/レBウイルスに関する研究連絡系統発生 助 手 高井正成 研修 2001/4/18-4/24 アメリカ合衆国迫伝子情報 助 手 中村 伸 研修 2001/4/21-

4/26 フィリピシ野外施設 血教授 渡連邦夫 研修 2001/4/25-5/22 イン ドネシア共和国 スラクエシマカク雑種個体群の野外調査センター 助教授 上野吉- 出張 2001/4/27-5/5 アメリカ合衆国 国際会議出席,発表ならびに動物福祉についての研究打ち合わせクタイ国立公園のオテンウ∵タンの生協学的研究新石器時代遺跡出土の動物迫存体の分析と来年度の調査についての協議｢血管加齢と動脈硬化｣に関する国際シンポジウムでの講演第7回ヒト脳機能マッピング国際会議出■席およびヒト脳の記憶に関する研究打ち合わせイン ドネシア原産の薬用植物に関する資

料の収集ならびに国際ワークショップ-の参加 と海外の研究者との情報交換オラン

ウータンの保護 .研究ワークショップ-の出席ならびに研究連絡スラウニシマカクの雑種個体群調査社会構造 助 手 鈴木 晃 出張 2001/5/1

8-づ/30 イン ドネシア共和国系統発生 助 手 本郷一美 L出盛 2001/5/21丁-6/25 トルコ共和国迫伝子情報 助 手 中村 伸 研修 2001/5/31-6/4 大韓異国行動発現センター社会構造 助教授客員教甲助 手 中村克樹M.A.lluffman鈴木 晃 出張研修出張 2
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所 属 官 職 氏 名 種 別 期 間 目 的

国 目 的系統発生 助 手 高井正成 出張 2001/7/22-7/29 ミャンマー連邦共和国 ミャンマー国立博物館においての標本観察と計測 ■色盲ザルの行動学的 .生理学的研究および研究打ち合わせサウジアラビアのマントFヒの社会生態学的研究 .サルBウイルスに関する研究連絡行動発現 教 琴 三上市允 出張 2001/7/2

2-7/31 インドネシア共和国 ,社会構造 教 授 森 明雄 出張 2

001/7/24-8/31 サウジアラビア王国迫伝子情報 助 手

中村 伸 研修 2001/S/5-8/9 フィリピンセンター 助 手 鈴木樹理 出

張 2001/8/5-8/17 タイ王国 内分泌撹乱物質に関する調査迫伝子情報 助 手

浅岡一雄 出張 2001/8/5-8/17 タイ王国 内分泌撹乱物質に関する調査系統発生 .由 手 本郷一美 甲張 ■2001/8/17-10/1 トルコ共和国 追跡の発掘と

出土動物骨の分析研究と,キプロス共和国での学会出席学会発表並びに野生チンパンジーの行動生憶調査

センター 客員教授 M.A.Huffman 出張 2001/8/20-9/14 ドイツ連邦共和国センダー 助教授 平井啓久 出張 2001/8/27-9/1 アメリカ合衆国 BACクローンの敗色体マッ

ピングに関する̀共同研究ケニヤ野外調査に関する研究連絡形憶進化 助 手 囲松 豊 研修 2001/9/I-9/7 ケニヤ葵和国社会椛造 助 手 鈴木 晃 出張 2001/9/3-9/26 インドネシア共和国

野生オランウータンの社会 .生儒学的研究チンパンジーの迫伝分析用試料採取迫伝子情報 教 授 竹中 修 出張 2001/9/20-9/30 ウガンダ共和国

形態進化 教 授 片山一道 出張 2001/9/20-ー0/29 トン

ガ王国 ラピタ人からポリネシア人-の変容過程を探る先史学的研究チンパンズー学会出席並びに研究連絡思考言語 教

授 松沢哲郎 出張 2001/9/20-9/27 アメリカ合衆国センター 教 授 松林滑明 研修

2001/9/26-10/4 ､中華人民共和国 ■ 飼育サル桁の人工繁殖に関する研究連絡形億進化 助 チ 固松 豊 出張 2001/9/28- ll/1 ケニヤ共和国 中新世ア7リカ霊長類化石に関

する研究野外施設 助教授 接遇邦夫 出張 2001/10/1-10/14 中華人民共和国 金線沢の野外調査系統発生 助 チ 本郷一美 研修 20

01/10/6-10/16 ニュージーランド 国際考古動物学会 分科会に参加系統発生 助教授 相見 満 出張 2001/10/6-ll/ll ベルギー王国 ベルギー国立アフリカ博物館での霊

長類の形態学的研究スラクエシマカクの種間雑種の野外調査野外施設 助教授 波速邦夫 出張 2001/1

0/22-ll/10 インドネシア共和国系統発生 助 手 高井正成 出張 ユool/ll/1

-12/15 ミャンマー連邦共和国 化石発掘調査及び比較標本調査系統発生 教 授 茂原信生

出張 2001/ll/1-ll/20 ミャンマー連邦共和国 化石発掘調査及び比較標本調査迫伝子情報 助 手 洩岡一雄 出張 2001/ll/1-ll/12 タイ王国 内分泌投乱物質に関する調査器官調節 教 授 林 基治 出張 2001/ll/1-ll/17 アメリカ合衆国 学会出席並びに研究連絡

センター



所 属 官 職 氏 名 種 別 期 間 目 的

国 目 的ヤンタ-社会構造 技 官助 手 熊崎清則鈴木 晃 出張出張 2001/ll/1-ll/302001/ll/2-12/13 ドイツ連邦共和国インドネシア共和国 ヨーロツパの大型類人猿の飼育施設において動物福祉 .環境エンリッチメントの資料収集及び情報交換野生オランウータンの社会,生態学的研究

遺跡出土動物骨の分析研究系統発生 助 手 本郷一美 研修 2001/

ll/2-12/22 トル占共和国集団遺伝 助 手 田中洋之 研修 2001/ll/2-12/15 マダガスカル共和国 ワオキツネザルにおける外部寄生虫感染の治療と疫学調査ワオキツネザルにおける外部寄生虫

感染の治療と疫学調査地上性霊長類の社会生態研究センター 助教授 平井啓久 出張 2001/ll/2-12/15 マダガスカル共和国社会構造 助教授

大滞秀行 出張 2001/ll/6-12/5 カメノレーン共和国行動発現遺伝子情報生態機構 教 授助 手助教授 三上章允中村 伸M.A.Huffman 出張研修研修 2001/ll/9-ll/182001/ll/25-12/22001/12/3-_12/9 アメリカ合衆国フィリピン連合王国 第 31回北米神経科学大会参加 .発表及び関連学術情報収集並びに細胞活動記録に関する研究連絡フィリピン微生物 .感染症学会でのBウイルス遺伝子ワ

クチンに関する講演および研究連絡ロンドンで開催される英国霊長類学会大会での学術発表形態進化 助

手 囲松 豊 出張 2001/12/15-1/12 タイ王国 チエンムアンにおいて化石発掘調査形態進化 助教授 演田 穣 出張 2001/12/20-2/1 ガボン共和国 アフリカ熱帯林に生息する大型類人猿 .オナガザル類の形態学的研究

野生チンパンジーの道具使用ならびに文化の研究アンデス帯地のラクダ科家畜に

関する迫伝学的研究金線沢の生態調査思考言語 教 授 松沢哲郎 出張

2001/12/23-I/14 ギニア共和国集団迫伝 助教授 川本 芳 出

張 2001/12/28-1/13 ペルー共和国野外施設 客員教授助教授 李 保国 研修 2002/1/9-1/30 中華人民共和国センター 平井啓久 出張

2002/1/10-1/15 アメリカ合衆国 WHO住血虫ゲノムプロジェク ト会誌出席 .発表及び共同研究打ち合わせベ トナムの類人猿研究についての研究連絡遺伝子情報センター生態機構 教 授助 .辛助教授 竹中 修
後藤俊二M.A.Huffman 出張出張出張 2002/1/17-

1/23.2002/1/17-1/252002/1/22

-2/23 ベ トナム社会主義共和国ベ トナム社会主義共和国 べ トナ中の類人猿研究についての研究連絡タンザニア連合共和国 野生チンパンジーの野外調査野外施設 助教授 渡連邦夫 出張 2002/1/26-3/10 インドネシア共和国 スラクエシマカクの雑種個体群

の野外調査オランウータン研究の比較のためのワークショップ色盲ザルの捕須調査及び行動学的



所 属 官 職 氏 名 種 別 期 間 日 的

国 目 的センター 助 手 後藤俊二 出張 2002/2/17-〟28 インドネシア共和国 色盲ザルの捕獲調査及び行動学的研究ならびに研究打ち合わせ色盲ザルの捕獲調査及び行動学的研究ならびに研究打ち合わせマハレに生息するチンパンジーの生態学的研究フィリピン獣医学会でのBウイルスに関する冨持続および研究連絡野生オランウータンの生値学的研究 ,遺伝子情報 教 授 竹中 修 出張 2002/2/1

7-2/28 インpドネシア共和国生憶機構 教 授 上原重男 出張 20

02/2/18-3/15 タンザニア連合共和国迫伝子情報 助 手

中村 伸 研修 2002/2/21-2/28 フィリピン社会構造 助 ■手

鈴木 晃 出張 2002/2/26-3/15 インドネシア共和国系統発生 助 .辛 本郷一美 出張 2002/3/3-3/7 中

華人民共和国 追跡出土動物骨の計測とDNAサンプル採取内分泌按乱物矧 こ関する調査迫伝子情報

助 辛 浅岡一雄 出張~2002/3/10-3/20 ベ トナム社会主義共和国大韓民国迫伝子情報 助 手 中村 伸 出張 2002
/3/15-3/17 遺伝子ワクチンに関するセミナー出席及び研究打ち合わ

せアメリカ考古学会に出席,発表系統発生 助 手 本郷一美 出張 2002/3/20-3/31 アメリカ合衆国行動発現 教 授 三上章允 出張 2002/3/21-3/28 インドネシア共和国

色盲ザルの行動学的ならびに生理学的研究

及び研究打ち合わせ8. 非常勤講師(

盃)幸田 正典(大阪市立大学理学研究科 教授)｢魚類の行動と社会

一伝統芸と行動生態学-｣2001年 10月 11

日(木)～10月 12日(金)(理)巌佐 庸(

九州大学大学院理学研究院 教授)｢数理生物学｣2001

年 9月25日(火)～9月26日(水)(理)今井

弘民(国立遺伝学研究所 助教授)｢染色体進化におけ

る新学説:最′J､作用説の理論と検証｣2001

年 10月25日(火)～10月26日(水)(哩)林 し

ん治(横浜市立大学大学院総合理学研究科教授)｢脳の発達 ･分化とエス トロ

ゲン受容体｣2001年 11月 19日(月)～1

1月20日(火)(霊)-･生物科学専攻 (歪長

類学系)としての非常勤冨郡市

(理)-･理学研究科としての非常勤講師9. リサ

ーチ ･アシスタント(R･A)
(氏名:採用期間) 上野 有理 :2001

年 4月 1日～2002年 3月31日打越万喜子 :2001

年 4月 1日～2002年 3月31日海野 俊平 :2001

年 4月 1日～2002年 3月31日郷 康広 :2001

年 4月 1日～2002年 3月31日猿渡 正則 :2001

年 4月 1日～2002年 3月31日下岡ゆき子 :2001

年4月 1日～2002年 3月31日竹元 博幸 :2001

年 4月 1日～2002年 3月31日西村 剛 :2001年

4月 1日～2002年 3月31日船越 美穂 :2001年 4月 1

日～2002年 3月31日森 琢磨 :2001年 4月 1日～2

002年 3月31日10. ティーチング･アシスタント

(T･A)大橋

岳 :2001年 4月 1福原

亮史 :2001年 4月 1山本亜

由美 :2001年 4月 1(全学共通科目に

係るもの)大薮由美

子 :2001年 7月 1香田 啓貴 :2001年 7月 1

泊 賢一朗 :2001年 7月 1

中島 野恵 :2001年 7月

l-21- (氏名:採用

期間)日～2002年 3月

31日日～2002年 3月



第 8回 :2001年 9月20日 (木)

自己点検 ･評伺委員会主催 ｢独立行政法人化を考える｣

講演会 浮田佳成 (大学入試センター 会計課)T大学入

試センターにおける独立行政法人化の対応について｣

第9回 :2001年 10月 4日 (木)

Dr.DorothyFragaszy(Univ.orGeorgia,USA) "Tわwardsa

BiologyofTraditions"

(文責 :脇田真情)

12. 広報活動

盃長頬研究所では広報委員会が主体となって,夏期
I

(春期)セミナー,公開講座,市民公開などの催 しを通じ

て研究所の活動を一般の方に紹介するよう努めている｡

また,研究所年報の作成,ホームページの公開などの広

報活動もおこなっている｡2001年度には,研究所を紹介

する和文パンフレットの改訂も実施 した｡

(1) 夏期セミナー (第 13回)

文糊セミナーは主に学部の3･4回生を対象に霊長類

研究所が自主的におこなっているセ ミナーである｡研究

所スタッフがおこなっている研究の最新の成果やそれぞ

れの研究分野の特色を各部門,施設,センターの教官が

純血形式で紹介 した｡研究所内の見学も実施 した｡大学

院受験希望者に対しては研究所の教官と懇談する場も提

供 した｡参加者は43名だった｡

プログラム 2001年7月 16日 (月)～18日 (水)

7月 16日 (月) 9:30-18:10

受付

所長挨拶 ･ガイダンス /J､嶋祥三/総合司会

松沢哲郎 (思考言語分野)

｢チンパンジーの生後 1年間の認知発達｣ -

休憩

正高信男 (認知学習分野) ｢0歳児の言語習得｣

昼食

三上孝允 (行動発現分野)-｢霊長類の脳研究｣

林 基治 (器官調節分野) ｢霊長類の発達と加齢｣

休憩

上野吉- (人類進化モデル研究センター)

｢動物実験と動物福祉 :福祉的配慮と心理学的幸

福の確立｣

本郷一美 (系統発生分野)

｢化石と考古遣物から探る霊長類の歴史｣

休憩

所内見学 (40分×2ヶ所)

7月 17日 (火) 9:20-17:20

毛利俊雄 (形態進化分野) ｢マカタの骨学｣

庄武孝義 (集団遺伝分野)

｢遺伝学から見たヒヒの種分化｣

休憩

竹中 修 (遺伝子情報分野)

｢霊長類の進化過程における遺伝子重複と新たな

生理機能を有するタンパク質の獲得,突然変異

による喪失｣

昼食

上原重男 (生態機構分野)

｢チンパンジーの野外研究｣

森 明雄 (社会構造分野)

｢社会構造を支える繁殖戦略とコミュニケーショ

ン｣

休憩

室山率之 (ニホンザル野外観察施設)

｢ニホンザルにおける被害管理｣

休憩

質疑応答 (講師全員)

生物科学専攻霊長類学系ガイダンス

景山 節 (京都大 ･院 ･理 ･霊長類学系主任)

7月 18日 (水) 9:30-ll:30

大学院受験者のための懇談会

各分野教官との懇談会 (1)

各分野教官との懇談会 (2)

参考図書

･京都大学霊長類研究所編 ｢サル学なんでも′J､事典｣

講談社ブルーバックス 1,040円

･西田利貞,上原重男編 ｢霊長類学を学ぶ人のために｣

世界思想社 2,400円

･イミダス特別編集 ｢人類の起源｣集英社 1,350円

･松沢哲郎,長谷川寿一編 ｢心の進化｣ 岩波書店

2,800円

(2) 公開講座 (第 17回)

広く一般市民を対象にして盃長類学の成果を紹介す

るために,毎年 8月後半に公開講座を開催している｡年

齢や職業もさまざまな受講者を相手に,研究所教官が泣
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長類学についての言持続をおこなうとともに,自分の手を

動かしながら霊長矧 こついての理解を深めてもらうため

に実習の時間も設けている｡2001年度の参加者は 59名

だった｡

公開言持座 r霊長類の進化｣一定長析研究の展開-

プログラム 2001年 8月 23日 (木)～24日 (金)

冨井義

8月 23日 (木) 10:00-15:00

演田 穣 r霊長類の成長と発達J

友永雅己 ｢チンパンジーの発達｣

8月 24日 (金) 10:00-15:00

中村 伸 ｢霊長類を用いたバイオメディカル研究 (花

粉症,遺伝子治療)｣

室山泰之 ｢ニホンザルの保護と管理｣

実習

8月 23日 (木)･24日 (金) 15:00-17:00

形憾 ･骨学 園松 豊

心理学 友永雅己 ･田中正之

サルの野外行動観察 上原重男

迫伝学 田中洋之

(3) 市民公開 (第 12回)

研究所周辺の住民に研究所を紹介 し,研究所の活動

に理解を得るため市民公開日を設けている｡研究所周辺

を主対象にはしているが,現在では犬山市内各地,周辺

市町村からも参加者を募集 している｡2001年度の参加者

は61名だった｡

プログラム 2001年 10月 21日 (日) 12:50-15:30

受付

総合案内 浅間一雄

所長挨拶 小嶋祥三

言持続 正高信男 r鳴き声いろいろ,サルの世界｣

所内見学 (サル放飼場 ･展示資料歪など)

(4) ホームページ

(http://m .pri.kyoto-U.ac.jp/index-j.html)

広報委員会は情報システム整備委員会と協力して研

究所ホームページを開設 し,インターネットを通じても

研究 ･教育活動の紹介をおこなっている｡年報や自己点

検評価の結果などもホームページ上で公開している｡

(5) 研究所見学者

2001年度の研究所見学者は以下の通 りである｡

2001年 4月 26日 (木)

犬山市立城東小学校 4年生 2クラス約 70名,

引率教諭 3名

2001年 5月 10日 (木)

宮城教育大学附属中学校 3年生 9名,引率教諭 2名 ･

犬山市生涯教育課職員 1名

2001年 5月 16日 (水)

椙山女学園大学教員 ･学生合計9名

2001年 5月24日 (木)

犬山中学 1年生 5名

2001年 5月26日 (土)

可児市親子劇場約 30名

2001年 6月 19日 (火)

犬山市立城東小学校 5年生 2クラス約 60名

2001年 8月 30日 (木)

全 日本聾唖連盟約 30名

2001年 9月 25日 (月)

中部大学付属春日丘高校生徒約 100名

2001年 9月 25日 (月)

中部大学外国人研究者 ･国際交流課職員約 10名

2001年 11月 15日 (木)

岐阜県高根村 日和田小学校生徒 8名,

教職員 7名計 15名

2001年 11月28日 (水)

岐阜県立高等学校恵那地区生物担当教員 7名

2001年 11月30日 (金)

愛知県立高校校長会 (生物 ･地学担当)校長 4名

(6) 春期セミナー (第1回)

従来,全国の学部学生を対象とした夏期セ ミナーを

毎年 7月に実施 していたが,セメスター制-の移行にと

もない,実施時期を 3月に移 し,名称を春期セ ミナー-

変更した｡2001年度にはすでに夏期セミナーをおこなっ

ていたが,移行期の臨時措置として 2002年 3月 7日(木)

～9日 (土)にも春期セミナーを開催 した｡

プログラム 2002年 3月 7日 (木)～9日 (土)

3月 7日 (木) 9:30-18:10

受付 (玄関ロビー)

所長挨拶 ･ガイダンス 小嶋祥三/総合司会

MichaelA.Hufrman(生態機構分野)
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｢霊長類の行動生態学的研究｣

松沢哲郎 (思考言語分野)

｢チンパンジーの親子関係,教育,文化｣

昼食

室山泰之 (ニホンザル野外観察施設)

｢ニホンザルの保護と管理｣

川本 芳 (集団遺伝分野)

｢ニホンザルの遺伝学的研究｣

松林清明 (人類進化モデル研究センター)

r生まれ変わるサル獣医学｣

中村 伸 (迫伝子情報分野)

r迫伝子レベルでの霊長類研究｣

所内見学 (40×2ヶ所)

3月8日 (金) 9:20-17:2

林 正治 (器官調節分野)

r盤長叛脳の発達と老化｣

三上蹄允 (行動発現分野) ー

r盤長輪の高次視覚情報処理｣

杉州秀樹 (社会構造分野)

r空間構造から見たニホンザルの社会｣

丘食

正抑 旨男 (認知学習分野) /

r盤長類の音声と言語の進化｣

祐井正成 (系統発生分野)

｢古霊長類 :化石霊長類の研究とは｣

団松 豊 (形態進化分野)

｢歪長類の形態学とヒト-の進化｣

質疑応答 (講師全員)

生物科学専攻霊長類学系ガイダンス

友永雅己 (霊長類学系教官会議副議長)

3月9日 (土) .9:30-ll:30

大学院受験者のための懇談会

各分野教官との懇談会(1)

各分野教官との懇談会(2)

参考図書

･京都大学霊長類研究所編 [サル学なんでも小事典｣

講談社ブルーバックス 1,040円

･西田利貞,上原重男編 ｢霊長類学を学ぶ人のために｣

世界思想社 2,400円

･イミダス特別編集 ｢人類の起源｣ 集英社 1,350円

･松沢哲郎,長谷川寿一編 ｢心の進化｣ 岩波書店

2,800円

広報委員会 :園松 豊 ･森 明雄 ･中村克樹 ･脇田真滑 ･

浅岡一雄 ･末 年昭 (庶務掛長)･鈴木賀寿子 (研究支

援推進員)

(文責 :団松 豊)
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